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平成２７年（国）第５９７号

平成２８年６月２９日裁決

主文

本件再審査請求を棄却する。

理由

第１　再審査請求の趣旨

再審査請求人（以下「請求人」という。）

の再審査請求の趣旨は、後記第２の２の原

処分を取り消し、障害認定日を受給権発生

日とする国民年金法（以下「国年法」とい

う。）による障害基礎年金の支給を求める

ということである。

第２　再審査請求の経過

１　請求人は、統合失調症（以下「当該傷病」

という。）により障害の状態にあるとし

て、当該傷病に係る初診日（以下「本件

初診日」という。）を平成○年○月○日

として、平成○年○月○日（受付）、厚

生労働大臣に対し、障害認定日による請

求として障害基礎年金の裁定を請求した

（以下「本件裁定請求」という。）。

２　厚生労働大臣は、平成○年○月○日付

で、請求人に対し、本件初診日を平成○

年○月○日と認めた上で、「請求のあっ

た傷病（統合失調症）については、提出

された診断書において障害認定日である

平成○年○月○日現在の障害状態が国民

年金法施行令別表（障害年金１級、２級

の障害の程度を定めた表）に定める程度

に該当しているかどうか認定できないた

め。」という理由により、本件裁定請求

を却下する旨の処分（以下「原処分」と

いう）をした。

３　請求人は、原処分を不服とし、標記の

社会保険審査官に対する審査請求を経

て、当審査会に対し、再審査請求をし

た。その主な理由は、請求人作成の「審

査請求の趣旨及び理由」、「再審査請求の

趣旨及び理由」によると、請求人は、障

害認定日以降、現在に至るまでの２０年

以上、請求さえすれば障害基礎年金を受

給できる権利を有していたにもかかわら

ず、障害年金の存在を知らずに受給でき

ずにおり、さらには、老齢基礎年金の繰

上げ請求を行い、障害基礎年金の事後重

症請求の権利さえも失ったものであると

ころ、障害認定日以降１年余りの間は、

強度の受診拒否があり、受診間隔が空い

ているが、このようなことは、統合失調

症の患者によく見られる一般的な傾向で

あり、２０年以上の間、請求人を診てい

る医療機関の医師が、「受診拒否のため

中断」と判断していることから、病状が

重かったと推定するのが適当であって、

医師の判断は相応に尊重されるべきであ

ること、当時の診断書作成医師は退職し

ているため、裁定請求日当時の診断書を

作成し、かつ、請求人を長期間診ている

院長が意見書を作成したので、２０年間、

診察をしている医療機関の意見を無視す

ることなく審査することを求めるという

ものである。

第３　当審査会の判断

１　障害認定日による請求として障害基礎

年金を受給するためには、対象となる障

害の状態が、国年法施行令（以下「国年

令」という。）別表に定める障害の程度（障

害等級１級又は２級）に該当することが

必要とされている。

２　本件の場合、本件初診日が平成○年○

月○日であり、障害認定日は、当該初診

日から起算して１年６か月を経過した平

成○年○月○日であることが本件記録か

ら認められ、当事者間にも争いがないと

認められるところ、前記第２の２記載の

理由によりなされた原処分に対し、請求

人は、ａ病院（以下「ａ病院」という。）

ｂ科・Ａ医師（以下「Ａ医師」という。）

作成の平成○年○月○日現症に係る平成

○年○月○日付診断書（以下「本件診断

書」という。）を提出し、これに基づい

て障害の程度を判断し、障害基礎年金の

支給を求めているのであって、本件の問

題点は、本件診断書など提出されている

資料によって、障害認定日における請求

人の当該傷病による障害の状態（以下「本

件障害の状態」という。）について、客
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観的に判断することができないかどうか

ということになる。

３　障害基礎年金の裁定請求において、そ

の障害の状態がいかなるもので、それが

国年令別表の定める程度に該当するかど

うかの認定は、受給権の発生・内容にか

かわる重大なことであるから、それが客

観的かつ公正・公平に行われなければな

らないことはいうまでもないところであ

る。したがって、それは、障害の状態・

程度を認定すべきものとされている時期

において、その傷病について直接診断を

行った医師（歯科医師を含む。以下同じ。）

ないし医療機関が診断当時に作成した診

断書、若しくは、医師ないし医療機関

が、診断が行われた当時に作成された診

療録等の客観性のあるいわゆる医証の記

載に基づいて作成した診断書、又は、こ

れらに準ずるものと認めることができる

ような証明力の高い資料によって行わな

ければならないものと解するのが相当で

ある。

そして、障害の程度を認定するための

より具体的な基準として、社会保険庁に

より発出され、同庁の廃止後は厚生労働

省の発出したものとみなされて、引き続

き効力を有するものとされ、当審査会に

おいても、障害の認定及び給付の公平を

期するための尺度として、それに依拠す

るのが相当であると考える「国民年金・

厚生年金保険障害認定基準」（以下「認

定基準」という。）が定められていると

ころ、その「第２　障害認定に当たって

の基本的事項」の「３　認定の方法」に

は、障害の程度の認定は、診断書及びＸ

線フィルム等添付資料により行い、提出

された診断書等のみでは認定が困難な場

合には、再診断を求め又は療養の経過、

日常生活状況等の調査、検診、その他所

要の調査等を実施するなどして、具体的

かつ客観的な情報を収集した上で、認定

を行い、原則として、本人の申立等及び

記憶に基づく受診証明のみでは判断せ

ず、必ず、その裏付けの資料を収集する

とされている。

４　本件についてこれをみると、本件裁定

請求に際して提出されている全ての資料

の中から、本件障害の状態に係る資料と

して検討しなければならないものを挙げ

ると、①　本件診断書、②　当審査会か

らの照会に対してａ病院から提出された

平成○年○月○日から同年○月○日まで

の間の外来診療録、③　ａ病院ｂ科・Ｂ

医師（以下「Ｂ医師」という。）作成の

平成○年○月○日現症に係る同日付診断

書、④　○○県が平成○年○月○日に交

付した請求人の精神保健及び精神障害者

福祉に関する法律第４５条の保健福祉手

帳、⑤　Ｂ医師作成の平成○年○月○日

付受診状況証明書、及び、⑥　Ｂ医師作

成の平成○年○月○日付意見書があり、

それらの他には存しないところ、これら

の各資料（以下、それぞれ「資料①」な

どという。）をみると、次のとおりである。

すなわち、資料①によれば、障害の原

因となった傷病名には当該傷病が掲げら

れ、傷病の発生年月日、そのため初めて

医師の診断を受けた日は、いずれも診療

録で確認とされた上で、それぞれ「平成

○年○月」、「平成○年○月○日」とされ、

発病から現在までの病歴及び治療の経過

等は、請求人の夫（Ｃ）が平成○年○月

○日に陳述したとして、○○県○○町に

て生育、同胞４人（男１人、女３人）の

未子、父親は左官業をしていて、中学卒

業後地元の製糸工場で３年間働き、その

後は職を転々としており、２２歳で結婚

し、３子を儲け、夫、夫の両親、子ども

の７人暮らしで、パートタイマーの工員

をしていたが、平成○年○月頃（４２歳

時）被害関係妄想、幻聴が出現し、同月

○日当院を初診し同月○日入院、同年○

月○日軽快退院したが、退院後病状が悪

化し、「頭がおかしい」と言って不安も

強いため同月○日２回目の入院、同年○

月○日軽快退院後は通院したが、被害関

係妄想、幻聴、独語、不眠が著明で、拒

薬もあるため同年○月○日３回目の入

院、同年○月○日軽快退院後は通院して

比較的安定した状態で、電機関係の簡単
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な仕事もしていたが、平成○年○月○日

の受診を最後に通院を中断、同年○月○

日久し振りに受診し、幻聴、妄想、独語

が著明で、興奮して粗暴な行為や拒薬も

あったが、その後もまた通院を中断して

いるとされ、診断書作成医療機関におけ

る初診時（平成○年○月○日）所見は、

会社の人たちの話が自分に関係してお

り、電話に盗聴器がつけられていて、カ

メラで監視され、夫は女を作ってエイズ

になっている等の被害関係妄想や、周り

の人が食事中でも色々と文句を言ってく

る、バスを待っていても色々な人が何の

かのと言ってくる、近所の人も通りの人

も色々言ってくる等の幻聴が著しく、会

話もまとまりを欠き、思路の障害がみら

れ、病識は欠如しているとされ、治療歴

は、平成○年○月から外来、同月から同

年○月まで入院、同年○月から外来、同

月から同年○月まで入院、同月から同年

○月まで外来、同月から同年○月まで入

院、同月から平成○年○月まで外来とさ

れ、平成○年○月○日現症の障害の状態

について記載されている。そして、平成

○年○月○日現症における病状又は状態

像として、幻覚妄想状態（幻覚、妄想、

思考形式の障害）、精神運動興奮状態及

び昏迷の状態（興奮、拒絶・拒食、滅裂

思考、衝動行為）、統合失調症等残遺状

態（自閉、感情の平板化、意欲の減退）

が指摘され、具体的には、「幻聴・妄想

が残存する。「村中で悪口を言っていて

騒ぎになっている」、「会社の機械に拡声

器をつけて、夫が浮気していることを伝

えてくる」等言う。意味不明なことを独

語していることが多い。幻聴、妄想はし

ばしば強まり、言動が滅裂となり、興奮

して粗暴な振る舞いをすることがある。

関係のない人に夫の浮気相手ではないか

と言って大騒ぎして、１１０番通報され

たことがある。病識は乏しく、薬をすぐ

捨ててしまって服薬しない。通院も途絶

えがち。部屋に閉じこもってぼうっとし

たり、無為に過ごしたり、あるいは歩き

回ったりし、生活機能も障害され家のこ

ともできない。」とされ、日常生活状況は、

在宅で同居者がいるが、家族や家族外の

人に対しても被害関係妄想を形成し、粗

暴な振る舞いがみられ、日常生活能力の

判定は、身辺の清潔保持が自発的かつ適

正に行うことはできないが助言や指導が

あればできる、その他の６項目はいずれ

も助言や指導をしてもできない若しくは

行わないと評価され、日常生活能力の程

度は「（5）　精神障害を認め、身のまわ

りのこともほとんどできないため、常時

の援助が必要である。」とされ、現症時

の日常生活活動能力及び労働能力は「生

活機能は著しく障害されており、日常生

活は常に援助を必要としている。」、予後

は「症状は固定化しており、予後は不良

と思われる。」とされ、備考欄には、通

院は平成○年○月○日で中断している

が、障害認定日も記載したような状態で

あったと推察されると記載されているこ

とが認められる。

②の外来診療録によれば、平成○年○

月○日、同月○日及び同月○日について

は診療内容の記載が存するものの、同年

○月○日については、セレネース内服液

（注：抗精神病薬）の処方のみが記載さ

れていて、診療内容の記載はないことか

ら、同日は、医師の診療を受けていない

ものと思われ、また、同年○月○日の欄

には、「家にいても他人がいろいろ云う

からと云って戸をみんな閉めて部屋の中

に閉じこもっている　夜は Ehemann（注：

夫のこと）にいい人がいると云ってやき

もちをやき乱暴をする。Ehemann の顔に

はひっかき傷がある　食事の仕度はする　

買い物にも出掛ける　たえず一人ごとを

云っている。掃除洗たくは気がむけばす

る　病院は絶対いやだと云う　クスリも

飲まない。Ehemann 困り果てて一人で来

院　とりあえずセレネースの液を投与。」

との記載、同月○日の欄には、「Ehemann

来院　少し多く飲ませたのか　薬がなく

なってしまった」との記載、同月○日の

欄には、「Ehemann と来院　前とかわら

ない　妄想したり声も聞こえた　“主人
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が浮気してる”と聞こえた　薬は具合が

いいからやめてしまった。眠れる　少し

おちつけない　Hand tremor（注：手の

震え）⊖　お父さんとつい喧嘩ばっかり　

夫婦関係が余りうまくいかない　（中略）

家事はある程度やっていたけど　掃除な

どは出来ない　気分が、すぐかわってし

まう　夫が帰ってきて　そのあとが具

合がわるい　軽度 Parkin 症状があるが

本人は気にしていない　ＢＰ１３０／

１００　幻聴のこと、妄想について病

識をもたせるための精神療法（以下略）」

との記載がそれぞれ認められる。

資料③は、障害の状態として平成○

年○月○日現症について記載されている

診断書であり、その内容と資料①の本件

診断書に記載されている障害の状態（平

成○年○月○日現症）を比較すると、双

方における日常生活能力の判定及び程度

は、すべて同じであることが認められる。

なお、障害認定日当時の障害の状態につ

いての記載は認められず、資料③によっ

て本件障害の状態がいかなるものであっ

たかを判断することはできない。

資料④に、障害認定日当時の状態につ

いての記載はなく、本資料によって本件

障害の状態がいかなるものであったかを

判断することはできない。

資料⑤によると、請求人が平成○年○

月○日にａ病院を受診した後、次に受診

したのはそれから６か月程経過した同年

○月○日であり、それから同月○日、同

月○日、同年○月○日に受診しているが、

その後は定期的に受診することなく、次

に受診したのは同年○月○日から９か月

後に相当する平成○年○月○日とされて

いる。

資料⑥には、請求人の家族より意見を

求められたとした上で、初診日（平成○

年○月）から現在に至るまでの状態とし

て、当然、病状の変化は認められるが、

全般的には初診日から現在に至るまで日

常生活に著しい制限がある状態が継続し

ており、平成○年○月○日から平成○年

○月○日の病状については、前後の診療

記録より、当該期間の病状も単身生活は

不可、日常生活に著しい制限があった状

態であると推測され、受診拒否が続き、

病状は重かったと推測する旨記載されて

いる。

５　以上の資料によれば、請求人は、平成

○年○月頃から被害関係妄想、幻聴が出

現し、同月○日にａ病院を受診し、同月

○日から入院、同年○月○日軽快退院し

たが、同月○日再入院、同年○月○日の

軽快退院後も通院したが、被害関係妄想、

幻聴、独語、拒薬があり同年○月○日に

３回目の入院、同年○月○日に軽快退院

後は比較的安定した状態で、簡単な仕事

もしていたが、平成○年○月○日に受診

した後は通院を中断しており、およそ６

か月後の同年○月○日に久し振りに受診

したとされている（なお、資料⑤による

と、請求人が同月○日に受診したとされ

ているが、資料①及び資料②によれば、

請求人本人が受診したのは同月○日と認

められる。）。

また、平成○年○月○日は、上記のと

おり、薬の処方のみがなされたもので、

診断は行われていないと考えられるので

あって、本件診断書の現症日とされてい

る障害認定日に受診した事実を認め得る

資料も存しない。したがって、本件診断

書において平成○年○月○日現症として

記載されている障害の状態は、当該現症

日における診療の結果に基づいた記載と

はいえず、それは、本件診断書の備考欄

に、通院は平成○年○月○日で中断して

いるが、障害認定日も記載したような状

態であったと推察されると記載されてい

るように、Ａ医師の推察によるものとい

うことができる。しかも、資料②の外来

診療録の記載からは、当該傷病による症

状としての妄想や幻聴の存したことはう

かがえるものの、当時、家事はある程度

やっていたとされ、掃除や洗濯は気が向

けばする程度であったが、食事の仕度や

買い物はできたとされていることが認め

られるのであって、これはＡ医師による

推察とされる本件診断書における日常生
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活能力の判定及び程度の記載とは符合し

ないといわざるを得ない。

そして、請求人は、平成○年○月○

日の受診の後は、およそ６か月間受診し

ておらず、その間必要とされる薬物の処

方なども受けない状態のまま、平成○年

○月に再診し、その時点から薬物療法が

再開されたことが認められる。Ｂ医師

は、資料⑥で、病状の変化は認められる

が、全般的には初診日から現在まで日常

生活に著しい制限がある状態が継続して

おり、受診拒否が続き、病状は重かった

と推測するとしているものの、請求人は

入院加療により軽快退院し、一時は電機

関係の簡単な仕事にも従事できるような

期間のあったことなどを考慮すると、定

期的な通院加療あるいは入院加療によっ

て、疾病そのものを寛解することはでき

なくても、症状を軽減し、日常生活・社

会生活における阻害要因をある程度改善

できていた時期もあったことがうかがわ

れるのであり、初診日から現在まで日常

生活に著しい制限がある状態が継続し、

受診拒否が続き、病状は重かったとする

推察については、これをそのまま受け入

れることはできない。言い換えれば、請

求人の臨床経過からすると、定期的な治

療によって、日常生活・社会生活活動能

力にある程度の変動が見られたものと考

えられる。精神医学的観点からみると、

当該傷病に対する薬物療法の効果は、病

態が進行し、陳旧化した時期に比べ、治

療初期には、定期的な治療に対して、よ

り効果的に反応するものであり、治療の

良否によって精神症状や日常生活活動能

力が変動することもよく知られている。

本件の場合も、請求人は、平成○年○月

○日の受診後は、ほぼ６か月間治療を中

断しており、同年○月に治療が再開され、

その１か月後に相当する障害認定日当時

においては、精神症状、日常生活能力に

変動があったことが強く考えられるので

ある。さらに、本件診断書における日常

生活能力の判定及び程度について、障害

認定日から２１年も経過した平成○年○

月○日現症の診断書である資料③と全く

同じとされているのも不自然で、首肯し

得るところではない。

以上によれば、本件診断書をもって本

件障害の状態を認定することはできない

というべきであり、資料②の外来診療録

の前記のとおりの内容からは、当該傷病

による障害の状態及びその程度を認定す

るための重要な要素と考えられる日常生

活能力の判定及び程度について、具体的

に判断することは困難であり、本件記録

からは他に本件障害の状態を認定するこ

とのできる資料の存在も認められない。

そうすると、本件障害の状態が、いか

なるものであり、国年令別表に定める障

害の程度に該当するかどうかについて、

本件診断書を含め、提出されているいか

なる資料に基づいても、また、それら複

数の資料を併せてみても、これを客観的

に判断することはできないといわざるを

得ない。

６　よって、原処分は相当であって、取り

消すことはできず、本件再審査請求は理

由がないので、これを棄却することとし、

主文のとおり裁決する。
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